
実践活動における

農作業安全対策について

２０２１年１２月 山口県立農業大学校
（山口県農林総合技術センター農業担い手支援部）

令和３年度

多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 に 係 る

事 務 ・ 安 全 ・ 技 術 研 修 会
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１件の重大な事故（死亡・重症）の背景には、
２９件の軽症ですんだ類似事故が潜んでいる。
このような傷を負う事故の前に、
３００件の「ヒヤリ」としたり「ハッと」した経験
がある。

－ハインリッヒの法則－

重大な事故になる
前に、危険を知り
皆で共有し、予防
する意識が重要！
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（本日のお話） ※ 基本的な内容です

① 農作業事故の発生状況と事例

② 安全を意識し、共有しましょう

① 農作業事故の発生状況と事例
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 重 事故にもつながる原因を再確認 
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山口県での農作業事故の状況

（参考）全国における、農作業死亡事故の発生状況

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

全国 408 398 366 350 350 350 338 312 304 274

（70歳以上） 286 293 239 243 232 253 251 220 212 211 5

（山口県農業振興課調べ）

59％が農業機械に伴う事故 36％が機械の転落・転倒
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乗用型トラクターが最も多い ほ場・道路での事故が多い
（ほ場の出入り口・付近）
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○シートベルト・安全フレーム・安全キャブを正しく使う

○路肩に注意！道路・ほ場の端により過ぎない。

○ほ場の出入りや畦越えは慎重に
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①平成30年 ３月 （田布施町男性 ８５歳）草焼却中に火傷

②平成30年 ３月 （下関市 女性 ８１歳）草焼却中に火傷

③平成30年 ４月 （阿武町 男性 ８３歳） トラクターでの横転

④平成30年 10月（美祢市 男性 ８５歳） トラクターでの転落

⑤平成30年 11月（萩市 男性 ７４歳）動力運搬車での挟まれ

作業道運転中にのり面でバランスをくずし横転し用水路に転落
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事故事例① 平成30年

①平成31年 ４月 （山口市 男性 ７１歳）草焼却中に火傷

②平成31年 ４月 （萩市 男性 ８７歳）草焼却中に火傷

③令和元年 ５月 （岩国市 男性 ８９歳）トラクターでの転落

④令和元年 ８月 （周南市 女性 ９２歳）農作業中に熱中症

10

事故事例② 平成31年･令和元年
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② 安全を意識し、共有しましょう

 作業予定場所の事前確認も忘れずに 

※後ほどお手元の資料もご覧ください
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実践活動・共同作業中の事故［概要と特徴］

※令和２年度報告から抜粋

〇全国の状況 １１６件発生し、増加傾向（うち、死亡１件）
〇月別の状況 ７月が最多２６件、６ １１ で８１件
〇曜日･時間帯 土日で８２件、午前中で９９件
〇年齢階層別 ７０歳以上が５０件（６０歳以上で８７件）
〇保険の加入 加入済みが１１１件

〇活動項目別 草刈が最多７０件
〇事故要因別 転倒･転落が４４件、草刈機等接触が３３件
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（参考）熱中症について －防府市消防本部講習から抜粋－
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チェックシートの続き

-8-



17

草刈作業を行う
ときの服装（例）

－動きやすく、
巻き込まれにくい－

〇飛散に備える
・目と頭の防護

〇滑りにくい足元
・転倒の抑制

平成２８年度農作業安全総合対策推進事業

監修：啓発資材・リスクカルテ制作検討委員会

一般社団法人全国農業改良普及支援協会

一般社団法人日本農業機械化協会

2017.3

農作業安全

リスクカルテ素材集

組織・集落で状況を確認し、全員で共有を！
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もしもの時の備えを！

農作業事故災害補償制度

業務災害補償保険

等への加入

（注）補償内容の確認！

労災保険特別加入制度では
フォークリフト・バックホー・
ホイールローダ等は農業用以外
に利用できる機械であるため、
補償対象外とされるケースあり
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農作業安全の取組について

・国の取組について

農作業安全確認運動の実施

春 ３月１日～５月31日
秋 ９月１日～10月31日

・山口県の取組について

農作業安全運動期間の設定

春作業（耕起～田植） ３月15日～ ６月14日
熱中症 ７月 1日～ ８月31日

秋作業（収穫～播種） ９月15日～ 11月14日

野焼き事故防止を
追加！
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まとめ

●事故が起きないように！

［そのため］
〇作業に適した服装（スタイル）で、都度、休憩
〇お一人おひとりの安全意識が必要
〇周囲の人と安全意識を共有することも重要

［もしもの備え］
〇作業場所の伝達、緊急連絡先の確保
〇機械を扱う際は、取扱説明書に目を通すこと
〇保険制度の利用検討（未加入の場合）
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誰にでも事故の可能性はあります

「今までも、これからも、基本は安全

基本を積み重ねていきましょう！」

ご清聴ありがとうございました
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